
　予算がどのように作成され、どのように
使われるかを知っていただくため、町の予
算の概要をお知らせします。

　

予
算
と
は
、
町
で
一
年
間
に
使
う
お

金
と
入
っ
て
く
る
お
金
の
見
積
も
り
の

こ
と
で
す
。
今
年
度
、
町
に
は
い
く
ら

の
収
入
が
あ
る
か
ら
、
こ
ん
な
買
い
物

を
し
よ
う
、
こ
ん
な
事
業
を
し
よ
う
と

い
う
計
画
が
予
算
の
中
で
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
逆
に
い
う
と
予
算
の
中
で
計

画
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
簡
単
に
は

実
行
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
予
算
に
は
大
き
く
分
け
て
３
つ

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
私
た
ち

の
生
活
に
最
も
関
わ
り
の
深
い
「
一
般

会
計
予
算
」
で
す
。「
一
般
会
計
予
算
」

は
生
活
全
般
に
関
わ
る
施
策
を
経
理
す

る
会
計
で
す
。

　

あ
と
２
つ
は
「
特
別
会
計
予
算
」
と

「
公
営
企
業
会
計
予
算
」
で
す
。
こ
れ
ら

は
特
定
の
事
業
に
限
ら
れ
た
中
で
、
収

入
と
支
出
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
市
川
三

郷
町
の
「
特
別
会
計
予
算
」
に
は
国
民

健
康
保
険
事
業
や
公
共
下
水
道
事
業
、

「
公
営
企
業
会
計
予
算
」
に
は
上
水
道

事
業
や
病
院
事
業
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

で
は
、
町
の
予
算
は
ど
の
よ
う
に
し

て
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

予
算
の
編
成
は
前
年
の
11
月
頃
、
ま

ず
国
や
県
の
経
済
動
向
、
予
算
編
成
方

針
な
ど
の
資
料
や
情
報
を
得
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し

て
国
の
各
省
庁
新
年
度
予
算
概
算
要

求
、
国
の
地
方
財
政
計
画
な
ど
が
あ
り

３
月
18
日
、
平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
が

町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

予
算
を
85
億
１
，
７
５
７
万
２
千
円
で
編

成
。
特
別
会
計
予
算
と
合
わ
せ
た
予
算
総
額

１
４
１
億
２
，
３
５
９
万
８
千
円
で
市
川
三

郷
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す

新
年
度
の
予
算
編
成
は
前
年

の
11
月
か
ら
始
ま
り
ま
す 問町財政課財政係☎ 055-272-6091
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予　算
平成 25 年度

補助費等(15%)
12億9,895万7千円

普通建設事業費(11%)
9億5,908万7千円

地方交付税(42%)
35億4,735万1千円

町債(13%)
10億7,580万円

町税(20%)
17億2,591万2千円 地方交付税(42%)

35億4,735万1千円

町債(13%)
10億7,580万円

町税(20%)
17億2,591万2千円

人件費(15%)
12億5,732万3千円

公債費(15%)
 13億1,379万7千円

物件費(15%)
12億4,458万5千円

繰出金(15%)
12億4,671万7千円

扶助費(11%)
9億7,896万4千円

その他(3%)2億1,814万2千円

補助費等(15%)
12億9,895万7千円

人件費(15%)
12億5,732万3千円

公債費(15%)
 13億1,379万7千円

物件費(15%)
12億4,458万5千円

繰出金(15%)
12億4,671万7千円

扶助費(11%)
9億7,896万4千円

普通建設事業費(11%)
9億5,908万7千円

その他(3%)2億1,814万2千円

性 質 別
歳出状況
性 質 別
歳出状況

地方交付税(42%)
35億4,735万1千円

町債(13%)
10億7,580万円

国庫支出金(8%)
6億4,564万8千円

県支出金(5%)
4億3,998万1千円

地方消費税交付金(1%)
1億1,764万1千円

その他(1%)
9,092万5千円

町税(20%)
17億2,591万2千円

繰入金(4%)
3億5,200万3千円

分担金及び負担金(2%)
1億7,222万円

繰越金(2%)
1億8,707万5千円

使用料及び手数料(1%)
1億1,084万3千円

その他(1%)
5,217万3千円

自
主
財
源

自
主
財
源

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

予
算
化
さ
れ
て
初
め
て

事
業
が
実
行
で
き
ま
す

平
成
25
年
度
一
般
会
計
収
入

総
計
85
億
1
，
７
５
７
万
2
千
円

　前年度と比較すると国庫支出金は、
町道新設改良の財源である土木費国
庫補助金の増額により12.45％増。町
債は、地域振興基金造成のための総
務債、普通建設事業に係る継続事業
に伴う土木債の増、教育施設充実の
ための教育債増などにより26.03％増
を見込んでいます。



ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
の
ほ
か
、
町
の

財
政
状
況
、
町
の
総
合
計
画
な
ど
を
加

味
し
た
う
え
で
『
予
算
編
成
に
お
け
る

基
本
方
針
』を
各
課
長
に
通
知
し
ま
す
。

こ
れ
は
予
算
案
の
基
本
的
な
考
え
方
や

収
支
の
重
点
事
項
や
留
意
点
を
説
明
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
を
受
け
各
課
で
は

予
算
見
積
も
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

予
算
見
積
も
り
と
は
、
こ
の
事
業
を

行
う
に
は
い
く
ら
か
か
る
か
？
そ
の
た

め
の
お
金
を
国
や
県
か
ら
は
も
ら
え
な

い
の
か
？
町
で
は
い
く
ら
負
担
す
れ
ば

良
い
の
か
？
な
ど
を
事
業
一
つ
一
つ
に

つ
い
て
計
算
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら

を
ま
と
め
て
町
の
予
算
編
成
担
当
課
で

あ
る
財
政
課
に
要
求
し
ま
す
。
後
日
、

査
定
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
こ
れ

ら
の
予
算
見
積
も
り
に
つ
い
て
要
求
理

由
や
根
拠
を
説
明
し
ま
す
。

　

財
政
課
で
は
、
町
長
を
含
め
て
提
出

さ
れ
た
予
算
見
積
も
り
を
詳
し
く
調
べ

ま
す
。
こ
の
事
業
は
本
当
に
必
要
か
？

こ
の
買
い
物
は
今
年
必
要
か
？
別
の
方

法
が
な
い
か
？
な
ど
を
今
年
度
の
収
入

と
比
べ
な
が
ら
精
査
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
過
程
を
経
た
の
ち
予
算
案
が
固

ま
り
、そ
れ
が
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

議
会
で
審
議
さ
れ
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ

る
と
、
は
じ
め
て
予
算
案
が
予
算
と
し

て
成
立
し
、
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

町
に
入
っ
て
く
る
お
金
に
は
、
ど
ん

な
種
類
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ

は
大
き
く
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
町
民
税
や
固
定
資
産
税
か
ら

な
る
町
税
や
使
用
料
な
ど
の
、
町
で
自

ら
確
保
で
き
る
「
自
主
財
源
」。
も
う

一
つ
は
地
方
交
付
税
や
国
、
県
か
ら
の

支
出
金
な
ど
、
他
か
ら
の
財
源
に
頼
る

「
依
存
財
源
」
で
す
。

　

依
存
財
源
の
う
ち
大
き
な
割
合
を
占

め
る
の
は
地
方
交
付
税
で
す
。
地
方
交

付
税
と
は
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
交
付

金
の
一
種
で
、
自
治
体
の
格
差
解
消
を

目
的
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
自
治
体
で
確
保
で
き
る
税
収
な
ど
は

経
済
規
模
や
構
造
、
人
口
な
ど
に
よ
っ

て
差
が
出
ま
す
。
そ
の
た
め
全
国
ど
こ

に
住
ん
で
も
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
か
ら
自
治

体
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
地
方
交
付
税
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
自
治
体
は
、
都
道
府

県
で
は
東
京
都
の
み
、
市
区
町
村
で
も

54
団
体
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の

不
交
付
団
体
は
い
ず
れ
も
が
防
衛
関
連

施
設
な
ど
の
大
規
模
施
設
が
立
地
し
て

い
た
り
、
大
規
模
な
観
光
資
源
が
あ
っ

た
り
、
大
企
業
の
事
業
所
や
工
場
が
あ

る
な
ど
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

山
梨
県
内
に
は
昨
年
度
３
つ
の
不
交

付
団
体
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
主
財
源

で
あ
る
町
税
が
収
入
全
体
の
約
60
％
以

上
と
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

収
入
の
グ
ラ
フ
の
中
に
町
債
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
町
の
借
金
で
す
。
町

債
が
少
な
い
事
も
大
事
で
す
が
、
ゼ
ロ

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
と
い

う
の
は
、
道
路
や
学
校
な
ど
、
将
来
に

わ
た
っ
て
長
期
的
に
使
わ
れ
る
公
共

施
設
建
設
の
た
め
の
財
源
は
、
特
定
の

世
代
だ
け
に
、
つ
ま
り
現
在
の
町
民
だ

け
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
こ
の
借
金
は

何
に
で
も
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
返

済
が
有
利
な
も
の
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
常
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
稼
ぐ
自
主
財
源

人
か
ら
も
ら
う
依
存
財
源

標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
確
保
す
る
地
方
交
付
税

計
画
的
に
利
用
さ
れ
て

い
る
町
の
借
金

【平成 25 年度市川三郷町税収の状況】
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町民税

42%

固定資産税

45%

軽自動車税

2%

たばこ税

5%

入湯税

3%

都市計画税

3%

グラフ

町民税(42%)
7億2,575万5千円
　(個人町民税6億4,192万3千円)
　(法人町民税　　8,383万2千円)

固定資産税(45%)
7億7,891万3千円
　(固定資産税7億7,660万3千円)
　(交付金及び納付金　231万円)

町民税(42%)
7億2,575万5千円
　(個人町民税6億4,192万3千円)
　(法人町民税　　8,383万2千円)

総額
17億 2,591 万 2千円

総額
17億 2,591 万 2千円

総額
17億 2,591 万 2千円

都市計画税(3%)
4,521万8千円

入湯税(3%)
4,734万円
たばこ税(5%)
8,740万9千円
軽自動車税(2%)
4,127万7千円

固定資産税(45%)
7億7,891万3千円
　(固定資産税7億7,660万3千円)
　(交付金及び納付金　231万円)

財
政
課
に
て
『
予
算
編
成

に
お
け
る
基
本
方
針
』
を

作
成
。
各
課
に
予
算
案
作

成
時
の
留
意
点
を
説
明

財
源
な
ど
を
調
べ
て
、

各
課
ご
と
に
事
業
に

と
も
な
う
予
算
見
積

も
り
を
作
成
し
財
政

課
に
提
出

町
長
、
財
政
課
で
町
全
体

の
歳
入
歳
出
を
見
て
、
予

算
見
積
書
の
内
容
に
つ
い

て
聞
き
取
り
（
ヒ
ア
リ
ン

グ
）
な
ど
を
行
い
、
精
査

し
予
算
案
を
作
成

町
民
の
代
表
で
あ
る

議
会
で
予
算
案
が
審

議
さ
れ
、
承
認
さ
れ

れ
ば
予
算
案
が
予
算

と
し
て
成
立

⇦⇦⇦

予
算
作
成
の
流
れ



　

左
の
円
グ
ラ
フ
は
、
歳
出
状
況
を
性

質
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

性
質
別
歳
出
で
は
人
件
費
、扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
の
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
経
費
や
、
道
路
や
公
共
施
設
の

建
設
な
ど
と
い
っ
た
投
資
的
な
経
費
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
計
で
い
え

ば
人
件
費
は
食
費
に
、
物
件
費
は
光
熱

水
費
に
、
扶
助
費
は
医
療
費
に
、
補
助

費
等
と
繰
出
金
は
子
ど
も
へ
の
仕
送

り
、
公
債
費
は
借
金
の
返
済
と
置
き
換

え
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
は
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

経
費
で
、
全
体
の
86
％
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
臨
時
的
に
使
え
る
お
金
は

非
常
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
食
費
や
光
熱
費
（
人
件
費

や
物
件
費
）
な
ど
を
切
り
詰
め
、
財
政

の
健
全
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
歳
出
の
内
容
は
、
前
年
度

に
引
き
続
き
防
災
対
策
に
、
き
め
細
か

な
対
策
を
図
っ
て
い
ま
す
。
新
規
事
業

と
し
て
は
、
防
災
士
資
格
取
得
費
の
助

成
、
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
、
災

害
時
非
常
用
食
糧
や
飲
料
水
の
保
育
所

や
小
中
学
校
へ
の
備
蓄
等
。
継
続
事
業

と
し
て
は
、
小
中
学
校
へ
の
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
貼
付
、
下
九
一
色
地
区
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
地
域
緊
急
搬
送
拠
点
整
備

事
業
、
自
主
防
災
資
機
材
整
備
費
用
の

助
成
、
耐
震
性
貯
水
槽
設
置
事
業
、
防

災
備
蓄
倉
庫
設
置
事
業
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
内

で
も
手
厚
い
支
援
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
、
子
育
て
医
療
費
助
成
事
業
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
及
び
学
童
保
育
事

業
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
振
興
対
策
と
し
て
、
新
規

に
地
場
産
業
で
あ
る
印
章
の
販
売
促
進
を

図
る
た
め
の
印
章
購
入
費
助
成
事
業
、
継

続
事
業
と
し
て
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
助
成
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
地
域
振
興
対
策
と
し
て
は
、

帯
那
地
区
の
定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
、

ま
た
本
町
と
富
士
川
町
に
ま
た
が
る
山

王
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
継
続

し
定
住
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

性
質
別
歳
出
で
見
る
財

政
の
状
況

き
め
細
か
な
防
災
対
策
と

子
育
て
支
援
対
策
の
継
続

▪今年度の主な新規事業

防災士資格取得費補助事業 18 万円 

被災者支援システム導入事業 15 万 7 千円 

防災備品整備事業（保育所・学校） 84 万 5 千円 

印章購入費助成事業 50 万円 

鳴沢川高田地区内水対策事業 4,100 万円

市川南小中学校グラウンド整備事業 2,339 万 5 千円 

大塚小学校グラウンド整備事業 4,452 万円 

市川中学校下水道接続事業 1,036 万 4 千円

平成 25 年度版
「知ってほしいまちの予算」

　広報紙だけでは伝えきれない今年度の予算や、各
種事業についてわかりやすく説明した「知ってほし
いまちの予算」を発行します。各戸に回覧し、町内
公共施設に設置します。また町HPからも PDF でご
覧いただけます。

入手ご希望の方は総務課広聴
広報係☎ 055-272-1102 まで
ご連絡下さい。
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補助費等(15%)
12億9,895万7千円

普通建設事業費(11%)
9億5,908万7千円

地方交付税(42%)
35億4,735万1千円

町債(13%)
10億7,580万円

町税(20%)
17億2,591万2千円 地方交付税(42%)

35億4,735万1千円

町債(13%)
10億7,580万円

町税(20%)
17億2,591万2千円

人件費(15%)
12億5,732万3千円

公債費(15%)
 13億1,379万7千円

物件費(15%)
12億4,458万5千円

繰出金(15%)
12億4,671万7千円

扶助費(11%)
9億7,896万4千円

その他(3%)2億1,814万2千円

補助費等(15%)
12億9,895万7千円

人件費(15%)
12億5,732万3千円

公債費(15%)
 13億1,379万7千円

物件費(15%)
12億4,458万5千円

繰出金(15%)
12億4,671万7千円

扶助費(11%)
9億7,896万4千円

普通建設事業費(11%)
9億5,908万7千円

その他(3%)2億1,814万2千円

性 質 別
歳出状況
性 質 別
歳出状況

地方交付税(42%)
35億4,735万1千円

町債(13%)
10億7,580万円

国庫支出金(8%)
6億4,564万8千円

県支出金(5%)
4億3,998万1千円

地方消費税交付金(1%)
1億1,764万1千円

その他(1%)
9,092万5千円

町税(20%)
17億2,591万2千円

繰入金(4%)
3億5,200万3千円

分担金及び負担金(2%)
1億7,222万円

繰越金(2%)
1億8,707万5千円

使用料及び手数料(1%)
1億1,084万3千円

その他(1%)
5,217万3千円

自
主
財
源

自
主
財
源

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

平成 25 年度一般会計歳出内訳

歳出総計
85 億 1,757 万 2 千円

　前年度と比較すると人件費は、
職員数の削減に伴い 3.43％減、
その他の内、維持補修費は体育
施設などの改修増に伴い 3.21％
増。繰出金は国民健康保険特
別会計繰出金の増などに伴い
3.97％増。普通建設事業費は大
塚小学校グラウンド整備事業増
や大同地区公民館建設事業など
の増に伴い 23.96％増を見込ん
でいます。

市川三郷レンジャーの
歌と踊りができたよ

市川三郷レンジャーの
歌と踊りができたよ

市川三郷レンジャーの
歌と踊りができたよ
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　ＪＲ身延線市川大門駅に４月１日から 28
年ぶりに駅員が配置されました。昨年３月に
鰍沢口駅が無人となり、町内のＪＲ身延線７
駅はすべて無人駅となっていました。
　町では無人駅解消を目的に、乗降客が最も
多い市川大門駅に臨時職員として駅員を配置
することを決め「ＪＲ線乗車券委託販売所」
を開設しました。

28 年ぶりの「駅員さん」
ＪＲ身延線市川大門駅

■営  業  日■
　年中無休 ( 年末年始を除く )
■営業時間■
　【月～土曜日】
　　午前８時 45 分～午後６時 10 分
　【日　曜　日】
　　午前９時 10 分～午後５時 00 分

■販売乗車券■
　◎普通乗車券
　◎定期乗車券 ( 通勤 ･ 通学 )
　◎特急券 ( 指定席 ･ 自由席 )
　　発売する乗車券等には一部制限が
　　ありますのでご注意下さい。

（写真＝テープカットには通学で利用する市川高校生が参加しました）

市川三郷レンジャーの
歌と踊りができたよ

市川三郷レンジャーの
歌と踊りができたよ

市川三郷レンジャーの
歌と踊りができたよ

ＪＲ線乗車券委託販売所ＪＲ線乗車券委託販売所

◆曲と歌詞は、町のホームページから無料でダウンロードできます。

　４月17 日には出来たばかりの歌と踊りを、町内の園児157 名に披
露しました。当日は振り付けを考案していただいた木下先生をお招き
し、市川三郷レンジャーと一緒に振り付け指導を行いました。
　参加した園児は、木下先生のテンポの良い指導に楽しく振り付けを
習いました。

◇プロダンサー木下菜津子 先生
　著名アイドル・アイドルユニットの振付
者として人気、活躍中です。

◆『にん！どん！ぽん！』の制作にあたり
　本町出身で音楽事務所社長一瀬啓永 ( い
ちのせよしなが ) 様 [ ㈱エムアンドアイカン
パニー ] の多大なるご協力のもと、完成い
たしました。

市川三郷レンジャーの
歌と踊りができたよ

市川三郷レンジャーの
歌と踊りができたよ

市川三郷レンジャーの
歌と踊りができたよ

　町では、ＰＲキャラクター市川三郷レンジャーの歌っ
て踊れる曲『にん！どん！ぽん！』を制作しました。
　市川三郷レンジャーは誕生以来、町内はもちろん、町
外のイベントにも積極的に参加し、今では町内外に浸透
しつつあります。その知名度をさらにアップさせ町の魅
力を広く発信するため、子どもたちが簡単に覚えられる

『にん！どん！ぽん！』と共にさらに町を元気に紹介して
いきます。

『にん！どん！ぽん！』
作詞・市川三郷町へ呼ぼうプロジェクト
作曲・関根敏行　振付・木下菜津子　　

１. にんどんぽん (イエイッ！) にんどんぽん (イエイッ！)
　 にょきにょき　にんにん　甘くて長い　にんじんだよ！
　 カロチン・ビタミン豊富だよ　にんにん　のっぷいのっぷいぷい
　 みんな大好き　ぼくらのレンジャー　市川三郷がぼくのまち

２. にんどんぽん (イエイッ！) にんどんぽん (イエイッ！)
　 あっちこっち　どんどん　大きな輪の中　花火だよ！
　 ゆめを夜空にとどけてね　どんどん　ばんばんどどーんどん
　 みんな大好き　ぼくらのレンジャー　市川三郷がぼくのまち

３. にんどんぽん (イエイッ！) にんどんぽん (イエイッ！)
　 ペタペタ　ぽんぽん　インドじゃないよ　ハンコだよ！
　 大事な書類に押すんだよ　ぽんぽん　ひと押しワンツーぽん
　 みんな大好き　ぼくらのレンジャー　市川三郷がぼくのまち写真右上・157 名の園児を指導する木下先生。左・レ

ンジャーも一緒にレッスンを受けました。
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第
５
回
峡
南
北
部
二
病
院
統

合
協
議
会
概
要
報
告

（
３
月
28
日
開
催
）

　

統
合
病
院
の
本
部
組
織
、
外
部
委

員
会
に
つ
い
て
は
、
次
の
方
向
で
進

め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
統
合
病
院
全
体
と
し
て
資
源
配
分

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
、

機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
有
効
性
が

高
ま
る
も
の
は
、
本
部
組
織
が
担
っ

て
い
く
。

▽
外
部
委
員
会
は
、
統
合
病
院
の
運

営
に
つ
い
て
評
価
・
助
言
を
行
う
評

議
員
会
タ
イ
プ
が
適
し
て
い
る
。

　

統
合
病
院
の
定
数
の
設
定
方
針
が

提
案
さ
れ
、
次
の
方
向
で
進
め
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
診
療
機
能
や
管
理
機
能
、
病
棟
の

看
護
配
置
基
準
な
ど
を
満
た
す
定
数

目
標
を
設
定
す
る
。

▽
黒
字
化
を
達
成
し
長
期
的
に
安
定

性
の
あ
る
経
営
を
行
う
た
め
、
過
剰

な
定
数
は
設
定
せ
ず
、
部
門
・
業
務

の
集
約
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
兼
務
、

施
設
間
の
異
動
・
町
と
の
人
事
交
流

と
い
っ
た
効
率
的
な
人
員
配
置
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

統
合
病
院
開
院
時
の
貸
借
対
照
表

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
院
準
備
の
た
め
の
一
部
事
務

組
合
の
取
組
項
目
が
示
さ
れ
、
統

合
病
院
の
経
営
計
画
の
策
定
、
人

員
配
置
、
施
設
整
備
な
ど
、
開
院

に
向
け
た
準
備
を
行
う
こ
と
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
協
議
会
で
協
議
し
た
内

容
が
骨
子
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
最
終
基
本
計
画
は
、
会
長
一
任

と
な
り
ま
し
た
。

峡
南
２
病
院
の
経
営
統
合
に
向
け
て

市
川
三
郷
町
立
病
院

社
会
保
険
鰍
沢
病
院

■
管
理
運
営
計
画

■
人
事
管
理
計
画

■
財
務
会
計
計
画

  

峡
南
北
部
二
病
院
統
合
協
議
会　

報
告

■
移
行
実
務
計
画

■
基
本
計
画

　来年度の経営統合に向け、本年４月１
日、開院準備のための一部事務組合を市
川三郷町と富士川町で設置しました。名
称は「峡南北部二病院統合事務組合」で、
市川三郷町役場内に事務所を設けまし
た。組合の代表となる管理者には久保眞
一市川三郷町長、副管理者には志村学富
士川町長が選任されました。

■今後の予定
　協議会は、３カ月に１度程度開催され
ます。開催の際には、町ＨＰや広報でお
知らせします。また、会議は原則公開と
なっており、傍聴は自由にできます。直
接会場にお越し下さい。協議会の結果は、
町ＨＰにてお知らせします。

問峡南北部二病院統合事務組合
西八代郡市川三郷町市川大門 1790-3

市川三郷町役場内

　　☎ 055-298-6290

「峡南北部二病院統合事務組合」を設置

峡南北部二病院統合事務組合議会第１回臨時会
の様子（４月 22 日市川三郷町役場）
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時　刻　表
市川三郷
町立病院

発車時刻

社会保険
鰍沢病院

発車時刻

8:30 8:50

9:10 9:30

9:50 10:10

10:30 10:50

11:10 11:30

11:50 12:10

12:30 12:50

14:00 14:20

14:40 15:00

15:20 15:40

16:00 16:20

16:40 17:00

平成 25 年度　市川三郷町消防団体制

市川三郷町立病院

社会保険鰍沢病院

運行中
シャトルバスシャトルバス

平成 25 年 4 月 1 日から、
市川三郷町立病院－社会保険鰍沢病院間で
シャトルバスの運行がはじまり
ました。

【運　行　日】月曜日～金曜日
　　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始、悪天候の日は運休）

【乗車対象者】市川三郷町立病院、社会保険鰍沢病院を利用する人
【乗　車　料】無料
　問峡南北部二病院統合事務組合　☎ 055-298-6290

■退団者
【本　団】市川　朝嗣、水上　政成
【女性消防隊】有   野 　綾
【１分団】有泉　賢一
【２分団】丹   沢 　滋、市瀬　祐一、池田　拓馬

                   丹沢昭太郎
【３分団】土   橋 　新、長田　栄一、内藤　武志

                   塩島　健生
【４分団】保坂　健次、赤池　弘樹
【５分団】村松　一雄、伊藤　正人、平川イタロウ
【６分団】一ノ瀬　一、深沢　政樹、石原　陽一
【７分団】有   泉 　希
【８分団】鈴木　秀一、今津　元基

                   伊藤　弘人、丸山　章仁
【９分団】片田　大雅、嶋田　昭一、佐野　正幸

                   加   藤 　充
【12分団】上田　秀一

■入団者
【本　団】丹澤　忠行
【女性消防隊】一瀬　悠子
【１分団】渡辺　清光
【２分団】新津　敏信、石川　一樹、大島　功一

                   圡屋　惠一、松   野 　翔、江畑　直紀
【３分団】塩島　福一、土橋　邦利、田中　秀幸

                   塩島　和誌

【５分団】渡邊　祐樹、太田　友幸
【６分団】岸本　裕幹、依田　元気
【７分団】石原　保志
【９分団】小林　正典、長田　貴仁、片田　大晶

                   小林　兵庫、松井　太我
【10 分団】志村祐太郎
【11 分団】望月　悠平、内藤　達也、望月　悠人
【12 分団】有   野 　翔

■役　員
【団　長】丹澤　忠行
【副団長】有   泉 　修、渡   辺 　覚、望月　勇雄
【１分団】渡辺　清光、河   野 　誠
【２分団】砂田　秀文、新津　敏信
【３分団】塩島　福一、土橋　邦利
【４分団】関部　喜彦、桐原　直喜
【５分団】渡   辺 　孝、村   松 　正
【６分団】芦沢　孝一、芦沢　文久
【７分団】小林　千弘、石原　保志
【８分団】今村　武史、遠藤　直樹
【９分団】佐野　勝也、望月　直人
【10 分団】小林　栄一、芦澤　伸二
【11 分団】坂牛　優鑑、依田　俊成
【12 分団】上田　浩司、切金　孝哲

（敬称略）
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